
10

20

JP 7536611 B2 2024.8.20

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7536611号

(P7536611)
(24)登録日　令和6年8月9日(2024.8.9)(45)発行日　令和6年8月20日(2024.8.20)

(54)【発明の名称】　鉄道車両

(51)国際特許分類
　   Ｂ６１Ｄ 17/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６１Ｄ 17/06 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2020-191172(P2020-191172)
(22)出願日　 令和2年11月17日(2020.11.17)
(65)公開番号　 特開2022-80158(P2022-80158A)
(43)公開日　 令和4年5月27日(2022.5.27)

審査請求日　 令和5年9月25日(2023.9.25)

(73)特許権者　 000004617
日本車輌製造株式会社
愛知県名古屋市熱田区三本松町１番１号

(74)代理人　 110000291
弁理士法人コスモス国際特許商標事務所

(72)発明者　 佐藤  哲郎
愛知県名古屋市熱田区三本松町１番１号  
日本車輌製造株式会社内

(72)発明者　 松尾  直茂
愛知県名古屋市熱田区三本松町１番１号  
日本車輌製造株式会社内

審査官　 大宮  功次

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 台 枠 と 、 前 記 台 枠 に 対 し 立 設 し て 配 置 さ れ 、 前 記 台 枠 の 軌 道 方 向 の 端 部 に 結 合 さ れ る 前  
面 妻 構 体 と 、 を 有 す る 鉄 道 車 両 で あ っ て 、 前 記 台 枠 は 、 鉄 道 車 両 の 軌 道 方 向 と 略 平 行 に 長  
手 方 向 を 有 す る 縦 梁 を 有 し て い る 鉄 道 車 両 に お い て 、
　 前 記 台 枠 の 長 手 方 向 の 端 面 に 、 前 記 前 面 妻 構 体 の 鉄 道 車 両 の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ  
結 合 さ れ る 結 合 面 を 有 す る こ と 、
　 前 記 結 合 面 は 、 前 記 縦 梁 の 長 手 方 向 の 端 面 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 前 記 縦 梁 は 、 長 手 方  
向 の 端 部 に 、 前 記 縦 梁 の 鉄 道 車 両 の 高 さ 方 向 の 厚 み 寸 法 を 、 前 記 結 合 面 ま で 漸 増 さ せ る 拡  
大 部 を 有 す る こ と 、
  前 記 拡 大 部 は 、 前 記 縦 梁 の 、 鉄 道 車 両 の 天 井 側 の 面 が 、 軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 を 持 っ て  
傾 斜 す る こ と で 形 成 さ れ る こ と 、
  前 記 前 面 妻 構 体 は 、 前 記 台 枠 に 対 し て 立 設 し て 配 置 さ れ る 妻 柱 を 有 し て い る こ と 、
  前 記 妻 柱 と 前 記 縦 梁 と は 、 鉄 道 車 両 の 正 面 視 に お い て 重 な る 位 置 関 係 で あ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 鉄 道 車 両 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 鉄 道 車 両 に お い て 、
前 記 角 度 は 、 ３ ０ 度 か ら ６ ０ 度 で あ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 鉄 道 車 両 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　4　（全13頁）
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　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 鉄 道 車 両 に お い て 、
  前 記 結 合 面 は 、 前 記 妻 柱 の 鉄 道 車 両 の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 鉄 道 車 両 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 鉄 道 車 両 に お い て 、
　 前 記 前 面 妻 構 体 は 、 鉄 道 車 両 の 床 側 の 端 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 妻 柱 が 立 設 さ れ る 妻 土 台 を
備 え る こ と 、
　 前 記 結 合 面 は 、 前 記 妻 土 台 の 鉄 道 車 両 の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 鉄 道 車 両 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 台 枠 と 、 台 枠 に 対 し 立 設 し て 配 置 さ れ 、 台 枠 の 軌 道 方 向 の 端 部 に 結 合 さ れ る  
前 面 妻 構 体 と 、 を 有 す る 鉄 道 車 両 で あ っ て 、 台 枠 は 、 鉄 道 車 両 の 軌 道 方 向 と 略 平 行 に 長 手  
方 向 を 有 す る 縦 梁 を 有 し て い る 鉄 道 車 両 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 道 車 両 の 車 体 は 、 特 許 文 献 １ に も 開 示 さ れ る よ う に 、 床 面 を な す 台 枠 と 、 台 枠 の 軌 道  
方 向 の 両 端 部 に 立 設 さ れ る こ と で 車 体 の 先 頭 部 ま た は 連 結 部 を な す 妻 構 体 （ 以 下 、 車 体 の  
先 頭 部 を な す 妻 構 体 を 前 面 妻 構 体 と す る ） と 、 台 枠 の 枕 木 方 向 の 両 端 部 に 立 設 さ れ る こ と  
で 車 体 の 側 面 を な す 側 構 体 と 、 妻 構 体 お よ び 側 構 体 の 上 端 部 に 配 置 さ れ る こ と で 車 体 の 屋  
根 を な す 屋 根 構 体 と に よ り ６ 面 体 を な す よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 鉄 道 車 両 は 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 、 台 枠 ３ １ に 対  
し 直 角 に 配 置 さ れ 、 台 枠 ３ １ の 軌 道 方 向 の 端 部 に 結 合 さ れ て い る 。   前 面 妻 構 体 １ ２ は 、  
鉄 道 車 両 の 先 頭 面 を な す 妻 板 １ ２ １ と 、 妻 板 １ ２ １ を 支 え る 妻 柱 １ ２ ２ と か ら な る 。 ま た  
、 台 枠 ３ １ は 、 端 梁 ３ １ １ と 、 一 対 の 側 梁 ３ １ ２ と 、 枕 梁 ３ １ ３ と 、 一 対 の 中 梁 ３ １ ４ と  
か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 面 妻 構 体 １ ２ は 、 接 手 板 １ ２ ３ を 介 し て 、 台 枠 ３ １ の 端 梁 ３ １ １ の 上 面 に 溶 接 さ れ る  
他 、 前 面 妻 構 体 １ ２ の 妻 柱 １ ２ ２ と 台 枠 ３ １ の 中 梁 ３ １ ４ と が 溶 接 さ れ る こ と に よ っ て 、  
台 枠 ３ １ に 結 合 さ れ て い る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 中 梁 ３ １ ４ の 軌 道 方 向 の 前 面 妻 構 体 １ ２  
側 の 端 面 が 結 合 面 ３ １ ４ ａ と な っ て お り 、 妻 柱 １ ２ ２ と 中 梁 ３ １ ４ と の 溶 接 は 、 結 合 面 ３  
１ ４ ａ が 妻 柱 １ ２ ２ に 突 き 当 て ら れ た 状 態 で 、 こ の 結 合 面 ３ １ ４ ａ の 周 囲 で 行 わ れ る 。 図  
８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 溶 接 さ れ て い る 部 分 を 溶 接 ビ ー ド １ １ ８ と し て 表 す 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ５ ９ ７ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 に は 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
　 例 え ば 、 鉄 道 車 両 が 通 過 す る 直 前 の 踏 切 内 に 大 型 ト ラ ッ ク が 侵 入 し 、 当 該 大 型 ト ラ ッ ク  
に 鉄 道 車 両 が 正 面 か ら 衝 突 す る と い う 事 故 が 発 生 し た と す る 。 大 型 ト ラ ッ ク の 荷 台 は 、 鉄  
道 車 両 の 台 枠 ３ １ よ り も 高 い 位 置 に 位 置 し て い る こ と が 多 い た め 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、  
大 型 ト ラ ッ ク の 荷 台 （ 障 害 物 ４ １ ） に よ り 衝 突 の 衝 撃 力 Ｆ １ が 、 前 面 妻 構 体 １ ２ に 負 荷 さ  
れ る こ と が あ る 。 台 枠 ３ １ よ り も 高 い 位 置 で 前 面 妻 構 体 １ ２ に 衝 撃 力 Ｆ １ が 負 荷 さ れ る と  
、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 鉄 道 車 両 内 方 へ 変 形 す る と と も に 、 結 合 面 ３ １ ４ ａ と 妻 柱 １ ２ ２ が 溶  
接 さ れ て い る 箇 所 に お い て 、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 鉄 道 車 両 の 天 井 方 向 に 引 き 抜 か れ よ う と す  
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る 力 （ せ ん 断 力 Ｆ １ １ ） が 生 じ る 。 結 合 面 ３ １ ４ ａ と 妻 柱 １ ２ ２ が 溶 接 さ れ て い る 箇 所 に  
お け る 鉄 道 車 両 高 さ 方 向 の 溶 接 長 Ｌ ２ １ （ 図 ９ 参 照 ） は 、 中 梁 ３ １ ４ の 厚 み 分 し か な い た  
め 、 せ ん 断 力 Ｆ １ １ に 耐 え き れ ず 、 破 断 す る お そ れ が あ る 。 溶 接 さ れ て い る 箇 所 が 破 断 す  
る と 、 障 害 物 ４ １ が 乗 務 員 室 に め り 込 み 、 乗 務 員 に 危 険 が 及 ぶ お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 前 面 妻 構 体 と 台 枠 の 結 合 の 強 度 を  
向 上 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 鉄 道 車 両 は 、 次 の よ う な 構 成 を 有 し て い る 。
　 （ １ ） 台 枠 と 、 台 枠 に 対 し 立 設 し て 配 置 さ れ 、 台 枠 の 軌 道 方 向 の 端 部 に 結 合 さ れ る 前 面  
妻 構 体 と 、 を 有 す る 鉄 道 車 両 で あ っ て 、 台 枠 は 、 鉄 道 車 両 の 軌 道 方 向 と 略 平 行 に 長 手 方 向  
を 有 す る 縦 梁 を 有 し て い る 鉄 道 車 両 に お い て 、 台 枠 の 長 手 方 向 の 端 面 に 、 前 面 妻 構 体 の 鉄  
道 車 両 の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る 結 合 面 を 有 す る こ と 、 結 合 面 は 、 縦 梁 の 長  
手 方 向 の 端 面 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 縦 梁 は 、 長 手 方 向 の 端 部 に 、 縦 梁 の 鉄 道 車 両 の 高 さ  
方 向 の 厚 み 寸 法 を 、 結 合 面 ま で 漸 増 さ せ る 拡 大 部 を 有 す る こ と 、 拡 大 部 は 、 縦 梁 の 、 鉄 道  
車 両 の 天 井 側 の 面 が 、 軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 を 持 っ て 傾 斜 す る こ と で 形 成 さ れ る こ と 、 前  
面 妻 構 体 は 、 台 枠 に 対 し て 立 設 し て 配 置 さ れ る 妻 柱 を 有 し て い る こ と 、 妻 柱 と 縦 梁 と は 、  
鉄 道 車 両 の 正 面 視 に お い て 重 な る 位 置 関 係 で あ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。 な お 、 略 平 行 と は  
、 縦 梁 が 、 軌 道 方 向 に 対 し て ０ 度 乃 至 ４ ５ 度 の 浅 い 角 度 を な す こ と を 指 す 。  
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ １ ） の 鉄 道 車 両 に よ れ ば 、 縦 梁 は 、 前 面 妻 構 体 の 鉄 道 車 両 の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら  
れ 結 合 さ れ る 結 合 面 を 有 し て お り 、 さ ら に 、 縦 梁 の 鉄 道 車 両 の 高 さ 方 向 の 厚 み 寸 法 を 、 結  
合 面 ま で 漸 増 さ せ る 拡 大 部 を 有 し て い る 。 つ ま り 、 結 合 面 の 鉄 道 車 両 の 高 さ 方 向 の 寸 法 は  
、 縦 梁 の 厚 み 寸 法 よ り も 大 き く さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 結 合 面 は 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 前 面 妻 構 体 に 結 合 さ れ る た め 、 結 合 面 に お け る 鉄 道 車 両  
の 高 さ 方 向 の 溶 接 長 （ 以 下 単 に 溶 接 長 と す る ） を 、 縦 梁 の 厚 み 寸 法 よ り も 長 く す る こ と が  
で き る 。 結 合 面 に お け る 鉄 道 車 両 の 高 さ 方 向 は 、 前 面 妻 構 体 が 鉄 道 車 両 の 天 井 方 向 に 引 き  
抜 か れ よ う と す る 力 （ 以 下 単 に 、 せ ん 断 力 と す る ） の 方 向 と 同 方 向 で あ り 、 せ ん 断 力 の 方  
向 と 同 方 向 の 溶 接 長 を 長 く す る こ と で 、 前 面 妻 構 体 と 結 合 面 が 溶 接 さ れ て い る 個 所 の せ ん  
断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 鉄 道 車 両 が 障 害 物 に 正 面 衝 突 す る  
こ と で 、 前 面 妻 構 体 に 衝 撃 力 が 加 わ り 、 前 面 妻 構 体 と 結 合 面 が 溶 接 さ れ て い る 個 所 に お い  
て せ ん 断 力 が 発 生 し て も 、 溶 接 さ れ て い る 箇 所 が 破 断 す る お そ れ を 低 減 す る こ と が で き る  
。 溶 接 さ れ て い る 箇 所 が 破 断 し な け れ ば 、 障 害 物 は 前 面 妻 構 体 に よ っ て 押 し の け ら れ 、 乗  
務 員 室 に め り 込 む お そ れ が 低 減 さ れ る た め 、 乗 務 員 の 安 全 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ２ ） （ １ ） に 記 載 の 鉄 道 車 両 に お い て 、 前 記 角 度 は 、 ３ ０ 度 か ら ６ ０ 度 で あ る こ と 、
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ２ ） の 鉄 道 車 両 に よ れ ば 、 乗 務 員 室 の 容 積 確 保 を し つ つ 、 結 合 面 に お け る 溶 接 長 を 十  
分 に 確 保 可 能 と な り 、 溶 接 し て い る 箇 所 の せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 拡 大 部 の 傾 斜 の 角 度 が 小 さ け れ ば 、 結 合 面 の 溶 接 長 が 小 さ く な り 、 傾 斜 の 角 度 が 大 き け  
れ ば 、 結 合 面 の 溶 接 長 が 大 き く な る 。 拡 大 部 の 傾 斜 が ３ ０ 度 よ り 小 さ い と 、 十 分 に 溶 接 長  
が 確 保 で き ず 、 前 面 妻 構 体 と 結 合 面 が 溶 接 さ れ て い る 個 所 に お け る せ ん 断 力 に 対 す る 耐 久  
力 を 十 分 に 向 上 さ せ る こ と が で き な い 。 一 方 で 、 拡 大 部 の 傾 斜 が ６ ０ 度 よ り 大 き い と 、 溶  
接 長 は 長 く な り 、 せ ん 断 力 に 対 す る 耐 久 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る も の の 、 前 面 妻 構 体  
の 鉄 道 車 両 の 内 方 側 で あ っ て 、 拡 大 部 の 直 上 に は 乗 務 員 室 が 設 け ら れ る た め 、 乗 務 員 室 の  
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容 積 確 保 が 困 難 と な る お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 拡 大 部 の 傾 斜 の 角 度 を ３ ０ 度 か ら ６ ０ 度 の  
間 と す る こ と で 、 乗 務 員 室 の 容 積 確 保 を し つ つ 、 結 合 面 に お け る 溶 接 長 を 十 分 に 確 保 可 能  
と な り 、 溶 接 し て い る 箇 所 の せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 鉄 道 車 両 に お い て 、 結 合 面 は 、 妻 柱 の 鉄 道 車 両 の 内  
方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ３ ） の 鉄 道 車 両 に よ れ ば 、 結 合 面 は 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 妻 柱 の 鉄 道 車 両 の 内 方 側 の  
面 に 結 合 さ れ る 。 よ っ て 、 縦 梁 と 妻 柱 の 溶 接 部 に お い て 、 せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ  
せ る こ と が で き 、 ひ い て は 溶 接 し て い る 箇 所 が 破 断 す る お そ れ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ４ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 鉄 道 車 両 に お い て 、 前 面 妻 構 体 は 、 鉄 道 車 両 の 床 側  
の 端 部 に 配 置 さ れ 、 妻 柱 が 立 設 さ れ る 妻 土 台 を 備 え る こ と 、 結 合 面 は 、 妻 土 台 の 鉄 道 車 両  
の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ４ ） の 鉄 道 車 両 に よ れ ば 、 結 合 面 は 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 妻 土 台 の 鉄 道 車 両 の 内 方 側  
の 面 に 結 合 さ れ る 。 よ っ て 、 縦 梁 と 妻 土 台 の 溶 接 部 に お い て 、 せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向  
上 さ せ る こ と が で き 、 ひ い て は 溶 接 し て い る 箇 所 が 破 断 す る お そ れ を 低 減 す る こ と が で き  
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 鉄 道 車 両 に よ れ ば 、 前 面 妻 構 体 と 台 枠 の 結 合 の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 鉄 道 車 両 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 台 枠 と 前 面 妻 構 体 の 結 合 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 面 妻 構 体 の 妻 柱 と 台 枠 の 中 梁 と の 結 合 部 分 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 鉄 道 車 両 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 鉄 道 車 両 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 技 術 に 係 る 鉄 道 車 両 の 、 台 枠 と 前 面 妻 構 体 の 結 合 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 技 術 に 係 る 鉄 道 車 両 の 、 前 面 妻 構 体 の 妻 柱 と 台 枠 の 中 梁 と の 結 合 部 分 を 示 す  
部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｂ Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 技 術 に 係 る 鉄 道 車 両 の 前 面 妻 構 体 に 衝 撃 力 が 加 わ っ た 状 態 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ ａ ） （ ｂ ） と も に 中 梁 の 構 成 の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 鉄 道 車 両 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鉄 道 車 両 １ の 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 鉄  
道 車 両 １ の 車 体 ２ は 、 床 面 を な す 台 枠 １ １ と 、 台 枠 １ １ の 軌 道 方 向 の 一 方 の 端 部 に 立 設 さ  
れ る こ と で 車 体 ２ の 先 頭 部 を な す 前 面 妻 構 体 １ ２ と 、 台 枠 １ １ の 他 方 の 端 部 に 立 設 さ れ る  
こ と で 車 体 ２ の 連 結 部 を な す 連 妻 構 体 １ ５ と 、 台 枠 １ １ の 枕 木 方 向 の 両 端 部 に 立 設 さ れ る  
こ と で 車 体 ２ の 側 面 を な す 側 構 体 １ ３ と 、 前 面 妻 構 体 １ ２ ， 連 妻 構 体 １ ５ お よ び 側 構 体 １  
３ の 上 端 部 に 配 置 さ れ る こ と で 車 体 ２ の 屋 根 を な す 屋 根 構 体 １ ４ と に よ り ６ 面 体 を な す よ  
う に 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 車 体 ２ は 、 枕 ば ね １ ８ を 介 し て 車 輪 １ ７ を 備 え た 台 車 １ ６ に よ  
っ て 支 持 さ れ て い る 。 側 構 体 １ ３ に は 、 乗 務 員 室 に 通 じ る 乗 務 員 昇 降 口 ２ ０ Ａ 、 客 室 に 通  
じ る 乗 客 乗 降 口 ２ ０ Ｂ お よ び 窓 ２ ０ Ｃ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 台 枠 １ １ の 軌 道 方 向 の 両  
端 部 に は 、 前 面 妻 構 体 １ ２ お よ び 連 妻 構 体 １ ５ よ り も 車 両 長 手 方 向 の 外 方 に 突 出 す る よ う  
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に 連 結 器 １ ９ が 設 け ら れ て お り 、 隣 接 す る 鉄 道 車 両 同 士 を 連 結 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 台 枠 １ １ と 前 面 妻 構 体 １ ２ の 結 合 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 前 面 妻 構  
体 １ ２ の 妻 柱 １ ２ ２ と 台 枠 １ １ の 中 梁 １ １ ４ と の 結 合 部 分 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。 図 ４  
は 、 図 ３ の Ａ Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 面 妻 構 体 １ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 鉄 道 車 両 １ の 先 頭 面 を な す 妻 板 １ ２ １ と 、 妻 板  
１ ２ １ を 車 体 ２ の 内 方 側 か ら 支 え る 妻 柱 １ ２ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 妻 板 １ ２ １ は 、 炭 素 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 や ア ル ミ 合 金 な ど の 金 属 製 で あ る 。 妻 板 １ ２ １ の  
枕 木 方 向 の 中 央 部 に は 、 鉄 道 車 両 １ の 内 部 と 外 部 を 連 通 す る 貫 通 路 の た め の 開 口 部 １ ２ １  
ａ が 設 け ら れ 、 さ ら に 、 開 口 部 １ ２ １ ａ を 挟 む よ う に し て 、 一 対 の 窓 開 口 １ ２ １ ｂ が 設 け  
ら れ て い る 。 窓 開 口 １ ２ １ ｂ は 、 窓 ガ ラ ス が は め 込 ま れ 、 窓 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 妻 柱 １ ２ ２ は 、 炭 素 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 や ア ル ミ 合 金 な ど の 金 属 製 で あ り 、 平 板 状 の 材 料  
を 、 プ レ ス 成 型 や 溶 接 な ど に よ り 角 筒 状 に 形 成 し た も の で あ る 。 一 対 の 妻 柱 １ ２ ２ が 、 妻  
板 １ ２ １ の 開 口 部 １ ２ １ ａ を 挟 む よ う に し て 配 置 さ れ 、 妻 板 １ ２ １ の 車 体 ２ の 内 方 側 の 面  
に 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 台 枠 １ １ は 、 端 梁 １ １ １ と 、 縦 梁 と し て の 側 梁 １ １ ２ お よ び 中 梁 １ １ ４ と 、 枕 梁 １ １ ３  
と か ら な る 。 端 梁 １ １ １ と 、 側 梁 １ １ ２ と 、 中 梁 １ １ ４ と 、 枕 梁 １ １ ３ は ス テ ン レ ス 鋼 や  
炭 素 鋼 ， ア ル ミ 合 金 な ど の 金 属 板 に よ り 断 面 コ の 字 型 、 ま た は 筒 状 に 形 成 さ れ る の が 一 般  
的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 対 の 端 梁 １ １ １ の そ れ ぞ れ は 、 鉄 道 車 両 １ の 枕 木 方 向 に 沿 っ て 長 手 方 向 を 有 す る よ う  
に 一 直 線 上 に 配 置 さ れ 、 台 枠 １ １ の 軌 道 方 向 の 端 部 を 形 成 す る 。 一 対 の 端 梁 １ １ １ の そ れ  
ぞ れ の 、 枕 木 方 向 の 鉄 道 車 両 １ の 外 方 側 の 端 部 に は 、 鉄 道 車 両 １ の 軌 道 方 向 と 略 平 行 に 長  
手 方 向 を 有 す る よ う に 配 置 さ れ る 側 梁 １ １ ２ の 端 部 が 結 合 さ れ て い る 。 な お 、 側 梁 １ １ ２  
は 、 軌 道 方 向 と 略 平 行 と 説 明 し た よ う に 、 必 ず し も 平 行 で あ る 必 要 は な く 、 側 梁 １ １ ２ を  
軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 を 持 つ も の と し 、 鉄 道 車 両 １ の 枕 木 方 向 の 全 幅 が 、 前 面 妻 構 体 １ ２  
に 向 か っ て 漸 減 し て い く よ う な 形 状 と し て も 良 い 。 こ の 場 合 の 側 梁 １ １ ２ の 軌 道 方 向 に 対  
す る 角 度 は 、 荷 重 を 支 え る 目 的 を 果 た す た め に 、 ０ 度 乃 至 ４ ５ 度 の 浅 い 角 度 で あ る こ と が  
望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 対 向 す る 一 対 の 側 梁 １ １ ２ の 間 に は 、 台 車 １ ６ が 取 り 付 け ら れ る 枕 梁 １ １ ３ が 鉄 道 車 両  
１ の 枕 木 方 向 に 延 在 し 、 枕 梁 １ １ ３ の 枕 木 方 向 の 両 端 部 は 、 側 梁 １ １ ２ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 一 対 の 端 梁 １ １ １ の そ れ ぞ れ の 、 枕 木 方 向 の 鉄 道 車 両 １ の 内 方 側 の 端 部 に は 、 軌  
道 方 向 と 略 平 行 に 配 置 さ れ た 中 梁 １ １ ４ が 結 合 さ れ て お り 、 中 梁 １ １ ４ の 端 梁 １ １ １ が 結  
合 さ れ て い る 側 の 端 部 と は 反 対 側 の 端 部 は 、 枕 梁 １ １ ３ の 枕 木 方 向 の 中 央 部 付 近 に 結 合 さ  
れ て い る 。 な お 、 端 梁 １ １ １ 、 側 梁 １ １ ２ 、 枕 梁 １ １ ３ お よ び 中 梁 １ １ ４ の そ れ ぞ れ の 梁  
同 士 は 、 溶 接 に よ り 強 固 に 結 合 さ れ て い る 。 な お 、 中 梁 １ １ ４ は 、 軌 道 方 向 と 略 平 行 と 説  
明 し た よ う に 、 必 ず し も 平 行 で あ る 必 要 は な く 、 軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 を 持 た せ 、 前 面 妻  
構 体 １ ２ に 向 か っ て 、 一 対 の 中 梁 １ １ ４ ， １ １ ４ 同 士 の 距 離 が 漸 減 ま た 漸 増 す る も の と し  
て も 良 い 。 こ の と き 、 中 梁 １ １ ４ の 軌 道 方 向 に 対 す る 角 度 は 、 荷 重 を 支 え る 目 的 を 果 た す  
た め に 、 ０ 度 乃 至 ４ ５ 度 の 浅 い 角 度 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 中 梁 １ １ ４ は 、 端 梁 １ １ １ 側 の 端 面 が 、 前 面 妻 構 体 １ ２ の 妻 柱 に 結 合 さ れ る 結 合 面 １ １  
４ ｂ （ 図 ３ 参 照 ） と な っ て い る 。 さ ら に 、 中 梁 １ １ ４ は 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ 側 の 端 部 に お い  
て 、 中 梁 １ １ ４ の 鉄 道 車 両 １ の 天 井 側 の 面 が 、 軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 θ （ 図 ３ 参 照 ） を 持  
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っ て 傾 斜 す る こ と で 拡 大 部 １ １ ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 角 度 θ は ３ ０ 度 か ら ６  
０ 度 の 角 度 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 拡 大 部 １ １ ４ ａ は 、 中 梁 １ １ ４ の 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 厚 み 寸 法 Ｌ １ ２ （ 図 ４ 参 照 ）  
を 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ ま で 漸 増 さ せ て い る 。 こ の 拡 大 部 １ １ ４ ａ に よ り 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ の  
鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 寸 法 が 、 中 梁 １ １ ４ の 厚 み 寸 法 Ｌ １ ２ よ り も 大 き く と ら れ て い る  
。 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 中 梁 １ １ ４ は 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ と そ の 他 の 部 分 と が 別 部 材 に  
よ り 構 成 さ れ て い る が 、 一 体 で あ っ て も 良 い 。 一 体 と し た 場 合 に は 、 例 え ば 、 図 １ １ （ ａ  
） に 示 す よ う に 、 平 板 フ ラ ン ジ １ １ ４ １ と 、 平 板 ウ ェ ブ １ １ ４ ２ と 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ を 構  
成 す る た め に 曲 げ 加 工 を さ れ た 平 板 フ ラ ン ジ １ １ ４ ３ と 、 の ３ 部 材 を 溶 接 す る こ と に よ り  
中 梁 １ １ ４ を 構 成 す る こ と と し て も 良 い し 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 断 面 Ｌ 字 状 の ア  
ン グ ル １ １ ４ ４ と 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ を 構 成 す る た め に 曲 げ 加 工 を さ れ た 平 板 フ ラ ン ジ １ １  
４ ３ と 、 の ２ 部 材 を 溶 接 す る こ と に よ り 中 梁 １ １ ４ を 構 成 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る 前 面 妻 構 体 １ ２ と 台 枠 １ １ と は 、 以 下 の よ う に し て 結 合 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 面 妻 構 体 １ ２ は 、 台 枠 １ １ に 対 し て 直 角 に 位 置 さ れ る と と も に 、 妻 板 １ ２ １ の 鉄 道 車  
両 １ の 内 方 側 の 面 （ 以 下 、 単 に 内 面 と す る ） の 下 端 部 に 、 台 枠 １ １ の 端 梁 １ １ １ が 突 き 当  
た る よ う に し て 位 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 妻 板 １ ２ １ の 内 面 に 突 設 す る よ う に 結 合 さ れ た  
接 手 板 １ ２ ３ が 、 端 梁 １ １ １ の 、 鉄 道 車 両 １ の 天 井 側 の 面 に 結 合 さ れ る こ と で 、 前 面 妻 構  
体 １ ２ と 台 枠 １ １ の 結 合 が 行 わ れ て い る 。 な お 、 妻 板 １ ２ １ と 接 手 板 １ ２ ３ の 結 合 お よ び  
接 手 板 １ ２ ３ と 端 梁 １ １ １ の 結 合 は と も に 溶 接 に よ り 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 前 面 妻 構 体 １ ２ と 台 枠 １ １ と の 結 合 は 、 前 面 妻 構 体 １ ２ の 妻 柱 １ ２ ２ と 、 台 枠  
１ １ の 中 梁 １ １ ４ と の 結 合 に よ っ て も 行 わ れ て い る 。 妻 柱 １ ２ ２ と 中 梁 １ １ ４ と の 結 合 は  
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 中 梁 １ １ ４ の 結 合 面 １ １ ４ ｂ が 、 妻 柱 １ ２ ２ の 妻 板 １ ２ １ の 側 と は  
反 対 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ の 周 囲 を 溶 接 す る こ と で 行 わ れ る 。 図 ３ お よ  
び 図 ４ に 示 す よ う に 、 溶 接 し て い る 箇 所 を 溶 接 ビ ー ド １ １ ５ と し て 示 す 。 な お 、 こ の 妻 柱  
１ ２ ２ と 中 梁 １ １ ４ と の 結 合 は 、 前 面 妻 構 体 １ ２ と 台 枠 １ １ を 結 合 す る 際 に 行 わ れ る も の  
で あ る 。 つ ま り 、 妻 柱 １ ２ ２ に 結 合 さ れ た 中 梁 １ １ ４ に 、 台 枠 １ １ を 構 成 す る そ の 他 の 梁  
を 結 合 し て い く の で は な く 、 事 前 の 別 工 程 に お い て 、 端 梁 １ １ １ 、 側 梁 １ １ ２ 、 枕 梁 １ １  
３ お よ び 中 梁 １ １ ４ の そ れ ぞ れ の 梁 同 士 を 溶 接 し て 、 強 固 な 台 枠 １ １ を 構 成 し て お き 、 当  
該 台 枠 １ １ に 、 同 様 に 事 前 の 別 工 程 に お い て 組 み 立 て ら れ た 前 面 妻 構 体 １ ２ を 結 合 す る の  
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 拡 大 部 １ １ ４ ａ に よ り 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ の 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 （ 図 ３ お よ び 図 ４ 中 の  
上 下 方 向 ） の 寸 法 が 、 中 梁 １ １ ４ の 厚 み 寸 法 Ｌ １ ２ よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ れ に よ り  
、 結 合 面 １ １ ４ ｂ に お け る 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 溶 接 長 Ｌ １ １ を 、 中 梁 １ １ ４ の 厚 み 寸  
法 Ｌ １ ２ よ り も 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 結 合 面 １ １ ４ ｂ に お け る 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 は 、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 鉄 道 車 両 １ の 天 井  
方 向 に 引 き 抜 か れ よ う と す る 力 （ 以 下 単 に 、 せ ん 断 力 と す る ） の 方 向 と 同 方 向 で あ り 、 せ  
ん 断 力 の 方 向 と 同 方 向 の 溶 接 長 Ｌ １ １ を 長 く す る こ と で 、 前 面 妻 構 体 １ ２ と 結 合 面 １ １ ４  
ｂ が 溶 接 さ れ て い る 個 所 の せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 鉄  
道 車 両 １ が 障 害 物 に 正 面 衝 突 す る こ と で 、 鉄 道 車 両 １ の 軌 道 方 向 の 外 方 側 か ら 前 面 妻 構 体  
１ ２ に 衝 撃 力 が 加 わ り 、 前 面 妻 構 体 １ ２ と 結 合 面 １ １ ４ ｂ が 溶 接 さ れ て い る 箇 所 に せ ん 断  
力 が 発 生 し て も 、 溶 接 さ れ て い る 箇 所 が 破 断 す る お そ れ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 中 梁 １ １ ４ の 結 合 面 １ １ ４ ｂ が 、 妻 柱 １ ２ ２ に 結 合  
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さ れ て い た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 次 の よ う な 変 形 例 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 面 妻 構 体 １ ２ は 、 妻 板 １ ２ １ と 妻 土 台 １ ２ ５ と 妻 柱 １ ２  
４ と か ら な る も の と す る 。 妻 土 台 １ ２ ５ は 角 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 鉄 道 車 両 １ の 床 側 の  
端 部 に お い て 、 妻 板 １ ２ １ の 枕 木 方 向 の 一 方 の 端 部 か ら 他 方 の 端 部 ま で 横 架 さ れ た 状 態 で  
、 妻 板 １ ２ １ に 溶 接 に よ り 結 合 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 妻 土 台 １ ２ ５ に 妻 柱 １ ２ ４ が 立  
設 さ れ て お り 、 妻 柱 １ ２ ４ は 、 妻 板 １ ２ １ と 妻 土 台 １ ２ ５ に 溶 接 に よ り 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 面 妻 構 体 １ ２ が こ の よ う な 構 成 を 有 す る 場 合 、 中 梁 １ １ ４ の 結 合 面 １ １ ４ ｂ は 、 妻 土  
台 １ ２ ５ の 妻 板 １ ２ １ の 側 と は 反 対 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ の 周 囲 を 溶 接  
す る こ と で 、 妻 土 台 １ ２ ５ に 結 合 さ れ る 。 溶 接 し て い る 箇 所 を 溶 接 ビ ー ド １ １ ６ と し て 示  
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に は 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 中 梁 １ １ ４ の 拡 大 部 １ １ ４ ａ が 、 中 梁 １ １ ４ の 鉄  
道 車 両 １ の 天 井 側 の 面 が 、 軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 θ を 持 っ て 傾 斜 す る こ と で 形 成 さ れ て い  
た が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 中 梁 ２ １ ４ の 、 鉄 道 車 両 １ の 天 井 側 の 面 （ 図 ６ 中 の 上 端 面 ） お  
よ び そ の 反 対 側 の 面 （ 図 ６ 中 の 下 端 面 ） が 、 そ れ ぞ れ 軌 道 方 向 に 対 し て 角 度 θ を 持 っ て 傾  
斜 す る こ と で 、 拡 大 部 ２ １ ４ ａ お よ び 拡 大 部 ２ １ ４ ｂ が 形 成 さ れ る も の と し て も 良 い 。 こ  
の 拡 大 部 ２ １ ４ ａ ， ２ １ ４ ｂ に よ り 、 結 合 面 ２ １ ４ ｃ の 、 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 （ 図 ６ 中  
の 上 下 方 向 ） の 寸 法 が 、 中 梁 ２ １ ４ の 厚 み 寸 法 よ り も 大 き く 取 ら れ て い る た め 、 妻 柱 １ ２  
２ と の 溶 接 長 を 中 梁 ２ １ ４ の 厚 み 寸 法 よ り も 大 き く 取 る こ と が で き る 。 な お 、 図 ６ 中 の ２  
つ の 角 度 θ は 、 ３ ０ 度 か ら ６ ０ 度 の 間 で あ る こ と が 望 ま し く 、 と も に 同 一 の 角 度 と し て も  
良 い し 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 角 度 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 鉄 道 車 両 に よ れ ば 、
　 （ １ ） 台 枠 １ １ と 、 台 枠 １ １ に 対 し 立 設 し て 配 置 さ れ 、 台 枠 １ １ の 軌 道 方 向 の 端 部 に 結  
合 さ れ る 前 面 妻 構 体 １ ２ と 、 を 有 す る 鉄 道 車 両 １ で あ っ て 、 台 枠 １ １ は 、 鉄 道 車 両 １ の 軌  
道 方 向 と 略 平 行 に 長 手 方 向 を 有 す る 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） を 有 し て い る 鉄 道 車 両 １ に お い  
て 、 台 枠 １ １ の 長 手 方 向 の 端 面 に 、 前 面 妻 構 体 １ ２ の 鉄 道 車 両 １ の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て  
ら れ 結 合 さ れ る 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） を 有 す る こ と 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ）  
は 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） の 長 手 方 向 の 端 面 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４  
） は 、 長 手 方 向 の 端 部 に 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） の 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 厚 み 寸 法 Ｌ １  
２ を 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） ま で 漸 増 さ せ る 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ， ２ １ ４ ｂ  
） を 有 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ １ ） の 鉄 道 車 両 １ に よ れ ば 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） は 、 前 面 妻 構 体 １ ２ の 鉄 道 車 両 １  
の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） を 有 し て お り 、 さ ら  
に 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） の 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 厚 み 寸 法 Ｌ １ ２ を 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ  
（ ２ １ ４ ｃ ） ま で 漸 増 さ せ る 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ， ２ １ ４ ｂ ） を 有 し て い る 。 つ ま  
り 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） の 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 寸 法 は 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４  
） の 厚 み 寸 法 Ｌ １ ２ よ り も 大 き く さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） は 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 前 面 妻 構 体 １ ２ に 結 合 さ れ る た め  
、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） に お け る 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 の 溶 接 長 Ｌ １ １ を 、 中 梁 １  
１ ４ （ ２ １ ４ ） の 厚 み 寸 法 Ｌ １ ２ よ り も 長 く す る こ と が で き る 。 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４  
ｃ ） に お け る 鉄 道 車 両 １ の 高 さ 方 向 は 、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 鉄 道 車 両 １ の 天 井 方 向 に 引 き 抜  
か れ よ う と す る 力 （ 以 下 単 に 、 せ ん 断 力 と す る ） の 方 向 と 同 方 向 で あ り 、 せ ん 断 力 の 方 向  
と 同 方 向 の 溶 接 長 Ｌ １ １ を 長 く す る こ と で 、 前 面 妻 構 体 １ ２ と 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ  
） が 溶 接 さ れ て い る 個 所 の せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 鉄  
道 車 両 １ が 障 害 物 に 正 面 衝 突 す る こ と で 、 前 面 妻 構 体 １ ２ に 衝 撃 力 が 加 わ り 、 前 面 妻 構 体  
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１ ２ と 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） が 溶 接 さ れ て い る 個 所 に お い て せ ん 断 力 が 発 生 し て も  
、 溶 接 さ れ て い る 箇 所 が 破 断 す る お そ れ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ ２ ） （ １ ） に 記 載 の 鉄 道 車 両 １ に お い て 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ） は 、 中 梁 １ １  
４ （ ２ １ ４ ） の 、 鉄 道 車 両 １ の 天 井 側 の 面 が 、 軌 道 方 向 に 対 し て ３ ０ 度 か ら ６ ０ 度 の 角 度  
を 持 っ て 傾 斜 す る こ と で 形 成 さ れ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ２ ） の 鉄 道 車 両 １ に よ れ ば 、 乗 務 員 室 の 容 積 確 保 を し つ つ 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４  
ｃ ） に お け る 溶 接 長 Ｌ １ １ を 十 分 に 確 保 可 能 と な り 、 溶 接 し て い る 箇 所 の せ ん 断 力 に 対 す  
る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ） の 傾 斜 の 角 度 θ が 小 さ け れ ば 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ  
） の 溶 接 長 Ｌ １ １ が 小 さ く な り 、 傾 斜 の 角 度 θ が 大 き け れ ば 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ  
） の 溶 接 長 Ｌ １ １ が 大 き く な る 。 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ） の 傾 斜 が ３ ０ 度 よ り 小 さ い  
と 、 十 分 に 溶 接 長 Ｌ １ １ が 確 保 で き ず 、 前 面 妻 構 体 １ ２ と 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） が  
溶 接 さ れ て い る 個 所 に お け る せ ん 断 力 に 対 す る 耐 久 力 を 十 分 に 向 上 さ せ る こ と が で き な い  
。 一 方 で 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ） の 傾 斜 が ６ ０ 度 よ り 大 き い と 、 溶 接 長 Ｌ １ １ は 長  
く な り 、 せ ん 断 力 に 対 す る 耐 久 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る も の の 、 前 面 妻 構 体 １ ２ の 鉄  
道 車 両 １ の 内 方 側 で あ っ て 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ） の 直 上 に は 、 乗 務 員 室 が 設 け ら  
れ る た め 、 乗 務 員 室 の 容 積 確 保 が 困 難 と な る お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２  
１ ４ ａ ） の 傾 斜 の 角 度 θ を ３ ０ 度 か ら ６ ０ 度 の 間 と す る こ と で 、 乗 務 員 室 の 容 積 確 保 を し  
つ つ 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） に お け る 溶 接 長 Ｌ １ １ を 十 分 に 確 保 可 能 と な り 、 溶 接  
し て い る 箇 所 の せ ん 断 力 に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ３ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 鉄 道 車 両 １ に お い て 、 前 面 妻 構 体 １ ２ は 、 台 枠 １ １  
に 対 し て 立 設 し て 配 置 さ れ る 妻 柱 １ ２ ２ を 有 し て い る こ と 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ）  
は 、 妻 柱 １ ２ ２ の 鉄 道 車 両 １ の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ ３ ） の 鉄 道 車 両 １ に よ れ ば 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） は 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 妻  
柱 １ ２ ２ の 鉄 道 車 両 １ の 内 方 側 の 面 に 結 合 さ れ る 。 よ っ て 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） と 妻 柱  
１ ２ ２ の 溶 接 部 に お い て 、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 鉄 道 車 両 １ の 天 井 方 向 に 引 き 抜 か れ よ う と す  
る 力 （ せ ん 断 力 ） に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ひ い て は 溶 接 し て い る 箇 所 が 破  
断 す る お そ れ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ ４ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 鉄 道 車 両 １ に お い て 、 前 面 妻 構 体 １ ２ は 、 台 枠 １ １  
に 対 し て 立 設 し て 配 置 さ れ る 妻 柱 １ ２ ４ と 、 鉄 道 車 両 １ の 床 側 の 端 部 に 配 置 さ れ 、 妻 柱 １  
２ ４ が 立 設 さ れ る 妻 土 台 １ ２ ５ と 、 を 備 え る こ と 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ は 、 妻 土 台 １ ２ ５ の 鉄  
道 車 両 １ の 内 方 側 の 面 に 突 き 当 て ら れ 結 合 さ れ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ ４ ） の 鉄 道 車 両 １ に よ れ ば 、 結 合 面 １ １ ４ ｂ は 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 妻 土 台 １ ２ ５ の  
鉄 道 車 両 １ の 内 方 側 の 面 に 結 合 さ れ る 。 よ っ て 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） と 妻 土 台 １ ２ ５ の  
溶 接 部 に お い て 、 前 面 妻 構 体 １ ２ が 鉄 道 車 両 １ の 天 井 方 向 に 引 き 抜 か れ よ う と す る 力 （ せ  
ん 断 力 ） に 対 す る 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ひ い て は 溶 接 し て い る 箇 所 が 破 断 す る お  
そ れ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 形 態 は 単 な る 例 示 に す ぎ ず 、 本 発 明 を 何 ら 限 定 す る も の で は な い 。 し  
た が っ て 本 発 明 は 当 然 に 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 様 々 な 改 良 、 変 形 が 可 能 で あ る  
。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） は 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） の  
軌 道 方 向 の 前 面 妻 構 体 １ ２ 側 の 端 部 に 、 拡 大 部 １ １ ４ ａ （ ２ １ ４ ａ ， ２ １ ４ ｂ ） お よ び 結  
合 面 １ １ ４ ｂ （ ２ １ ４ ｃ ） を 有 す る こ と と し て い る が 、 中 梁 １ １ ４ （ ２ １ ４ ） の み で な く  
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、 側 梁 １ １ ２ が 拡 大 部 お よ び 結 合 面 を 有 す る こ と と し 、 妻 柱 １ ２ ２ や 妻 土 台 １ ２ ５ と 結 合  
さ れ る こ と と し て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １   鉄 道 車 両
　 １ １   台 枠
　 １ ２   前 面 妻 構 体
　 １ １ ４   中 梁 （ 縦 梁 の 一 例 ）
　 １ １ ４ ａ   拡 大 部
　 １ １ ４ ｂ   結 合 面
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7536611 B2 2024.8.20(12)

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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